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３．特許 

 

４．学会・シンポジウム等の開催状況  

 

５．受賞等 

 



６．新聞報道等 
 

７．国民との科学・技術対話 

 
８．領域内の共同研究の準備・実施状況とその成果 

北海道大学鈴木孝紀研究室と共同研究を行い共著の論文を発表した（上記の発表論文

の 2) Chem. Eur. J., 2013, 19, 117-123.)。 
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